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1．は じめに

　　厚板溶接では 近年 ， 能率向上を目的とした大入熱溶接が指向されて きて い る．また，鋼構造建 築分

　野の溶接施 工 におい て
， 銑 骨柱 梁接合部の ような比較的短い 溶接長に対し連続往復溶接が行われ

　た場合 ，

パ ス 間温度が過 大になるために溶接部強度
・靭性の 著しい 低下を招く危険性がある．この よう

　な施工 にお い て適正 な継手性能を確保するため には ，
パ ス 間温度お よび入熱量が溶接部品質に及ぼ

　す影響を評価し，
これを予測することが望まれる．

　　本研究では ， 溶接部靭性の
一

要因である旧 γ粒径の推定を目標とし，まず多層溶接における溶接部

　熱履歴の推定方法を確立した．次い で，溶接部熱履歴を 800−500℃冷却時間（己 婦お よび 旧 γ粒成長

　を表現するパ ラメ
ータ1

． ‘伽 漉 ∫鰤 g功呼伽   ‘の蜘 で 代表させ ，これら熱履歴パ ラメ
ータを利用して

　換算入熱 量を導入した．旧 γ 粒径との 相関を基に，この換算入熱量によっ て多層溶接部熱履歴 におけ

　る入熱量お よび パ ス 間温 度の影響を評価可能であるか

2．溶接部熱履歴の推定式および推定方法の確立

　　田中の 解
1）

を
一
般化した，1つ の 移動点熱源に対す

　る解析解
2’

を基に，連続往復あるい は パ ス 間温度を
一

定

　 に管理した条件の 多層溶接 に対応 可能な熱履歴推定

　方法を確立した．臨 皿に示すように，点熱源が適当な間

　隔で大板に配置され ，
2本線で 区切られた領域 皿．2 は，　
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　幅 L が実際の 突合わせ 継手 の 溶接長に等しく，実際の

倍の 閤隔で
， 適用しようとして い る実際の 多層溶接の パ

ス 数と同じ個数の 点熱源を， 溶接ト
…チの 移動方向と同

じ向きになる共うに領域 9−2 の 左右 に配置する．溶接開

始と同時に ，
こ れら点熱源が実際の溶接速度 Vsですべ

て
一斉に （矢印方向の みに ）動き出すようなmodel を考

える．以上の ような配置にすることによっ て領域丑一2では ，

点熱源 があたかも往復運動する，すなわち連続往復溶

接の 解析が可能となる．パ ス 問温 度
一定 の 多層溶接で

は，指定した測温点の 温度が パ ス 問温度に到達したと

きに，熱源 が領域丑・2に入 っ てくるように熱源を配置すれ

ば良い ．この ように多層溶接部の 熱履歴を単
一

の 点熱

源による溶接熱伝導の 重 ねあわせ によっ て表 現し，推

定することができる．特 に機械的特性が最も問題 となり

試験体に対応する領域である．この 領域幅の ちょうど2Rg ．9　Ainode］　for　heat／　oonduction 　tana ユy．Fris
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3．熱履歴パラメータおよび換算入 熱量の 導入

3．1 熱履歴パラメ
ータの選択

靭性値を決定する因 子 は 化学成分等多数存在するが，そ の うちの
一

つ として 旧 v 粒径が挙げられる
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溶接熱履歴におい て旧 γ粒成長を決定してい るのは 1（XX〕℃以上の温度域における熱履歴である．

AshbyとEastetlingは溶接熱影響部の γ粒成長を評価する熱履歴指標として ketemb　SUength げ 伽 heat

解 込 （磁）を導入した
Si．

同 叫遥り
あ 卿   跏 ・・R・ 8・31伽 ・玲

無 は （1  ℃ 以上の ）高温域にお ける温度履歴 に鋭敏であり， 着

目する溶接熱履歴から得られる実際の 旧 γ 粒径 と垢 は良い対応

関係を示すと考えられる．本研究では上記 侭 に加え， 通常用い ら

れている△ 魅も熱履歴パ ラメ
ータとして選択した

　32 換算入熱量 （紘（∠1魅＞Cllg（lss））の導入

　多層溶接 の 最終パ ス 熱履歴に対しては，入熱量とともに ， そ の 直

前まで の パ ス 間温度も大きな影 響を及 ぼす ．熱履歴パ ラメータ

At
＆s および 垢 は，ともに溶接部熱履歴を特徴づ け，比較評価する

ための 指標となり得るが，連続往復多層溶接 は従来では考えられ

ない ような高パ ス 問温度で の 溶接施工 となるため
，
パ ス 間温度の 熱
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履歴へ の 寄与分を入熱量に換算することができれ ば，どの程度の P’ig3　AuLgtenite　grain　size　in　1｛AZ

（大）入熱で溶接した場合と同等であるかとい う見積りが可能となり，

そ の 影響を直感的に理解しやすくする上でも役立つ ものと考えられ

る．そこ で，着目して い る ある溶接施工 の 熱履歴パ ラメ
ー

タ（A 魅

および紜 ）が同値となるような ， 予熱なしで遡 の 仮想 の溶接に必

要な入熱量を「換算入 熱量」と定義する．ここでは 』魅，伝 のそれ

ぞれを基準に採り，
2種類の 換算入熱量 呶 』 秘＞e41．．）を導入

する．これ ら換算入熱量は前節の 熱伝導model に基づ い た計算に

より得られる．

4．換算入熱量とHAZ の 旧 γ粒径との相関

多層継手 の 溶接部品質の 計算予測の 観点か ら，熱影響部の 1日

γ 粒径を実 測し， 熱履 歴推 定式をもとに計 算した換算入熱 量

（Zd（A 魅》鮎 ）との相関より，1日γ粒径 の換算入熱量による評

価可能性に つ い て調査した．まず ，
パ ス 間温度を

一
定に管理した

溶接条件で の 熱伝導推定結果か ら2種類の 換算入熱量の 計算を

行う．次に，計算と同じ条件で 実際に継手を作製し ， 最終パ ス の

as 　a　function　of　equ 重valent 　heat
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5．考察およびまとめ

　実験結果 （聴 β， Fg4）より，　HAZ 部旧γ粒径 d
。
は ， 換算入熱量 鱸 ）と良い 相関を示し

， 単調増加

関数により表現可能で ある．一方 ， 換算入熱量 （諏』 t8s）とは必ずしも単調な相関を持たない ことが示さ

れる．従っ て ， 換算入熱量 （撫 ）は 磁 』 縣）よりも溶接熱履歴と旧 γ 粒径を関連付ける有効なパ ラメ
ー

タとして利用 可能と考えられる．

また，換算入熱量により，パ ス 間温度の 溶接部熱履歴に与える影響を入 熱量を基準として 取扱うこ とが

可能であることが示された．
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